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 要  旨 
 近年インターネットの普及により, 従来使用していたアドレスである IPv4 アドレスが枯渇し
てしまうという問題が深刻となっている. 現在 IPv4 アドレスは 2011 年に枯渇してしまうと予測
されており, 各国の政府, 団体は様々な対応法を検討している. その対策法の一つとして新しい
インターネットプロトコルである IPv6 を導入していくことがすでに進められている.  
IPv6 を導入していくにあたって IPv6 の通信特性を把握することは重要である. しかし, 通信
特性は様々な複合的な要素によって左右され, 特に人間の意図が含まれるものもあるため, 予測
ではなく実際に測定を行わないと調べることができない. 過去に IPv6 の通信特性を測定した研
究は知られているが, 通信特性は測定した時期や測定場所, 環境などによって異なる結果が得ら
れる. IPv6 対応が進んだであろう現状の日本においては, 未だ通信環境における多くの実測デー
タを得られていない.  
そこで本論では, 現在のネットワークにおける IPv6/IPv4 の通信を実際に測定することにより, 




ローカルタイプの分析によって, 同じ経路を経由する通信ならば IPv6/IPv4 ともに応答時間, 
スループットがほとんど変わらないことを確認することができた. また, トンネリングによる影
響もカプセレーションによる影響はほとんどなく, 経路が変わることから変化が起きることがわ
かった. これにより, IPv6/IPv4 の基礎的な通信はほとんど変わらないことがわかった. また, グ
ローバルタイプの通信によって ping の応答時間に関しては, IPv6 は IPv4 と同様に通信が行える
という考察結果が得られた. しかし, 測定中に経路が変更されたノードが存在し, そのノードの
応答時間は大きく変化が見られた. また, ホップ数の多いノードは応答時間も長くなっているこ
とがわかった. これらのことから, IPv6/IPv4の通信の差は経路の違いによる差が大きいというこ
とがわかった.  
 
 
